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修士論文（要旨） 
 
 
 
 帰国子女の中には、複数国に滞在した者がいる。稿者は、それらの帰国生を名付けて「転々組」と呼

ぶ。帰国子女教育の歴史は、1950 年代に始まる。その間、1970 年代までは、帰国子女というと、欧米

系の帰国生を指していうことが多かった。ということは、欧米系の帰国生の特色をもって一般の帰国生

の特色と見られていたからであった。そのことは現在でも修正されているわけではない。稿者は、1979
年に帰国子女教育学級を開設した附属Ｏ中で 25 年間を教えた経験から、それらの欧米系の帰国生とは

異なる生徒が少数ではあるがいることに気がついた。欧米系の帰国生の特色と押し並べて言われる特色

とは違う面があるのではないかと思いいたった。これらの生徒は、複数国の海外経験者であった。そこ

でこれらの生徒の特色を調べてみようと思った。したがって、研究テーマ設定の根拠は、稿者自身の教

職経験と帰国子女の特性を述べた文献である。しかし、「転々組」を対象とした先行文献は、管見する

ところ皆無であった。そこで、まず、それらの経歴をもった帰国生を「転々組」と名付け、元教え子 5
人（20 代～40 代）を協力者としてインタビューすることにした。協力者の滞在歴から｢転々組｣定義を

定めからインタビューに入った。インタビュー項目は、7 項目である。１．「帰国時の環境への適応はど

うであったか」２．「滞在地に対する考え」３．「日本ならびに日本人に対する考え」4．「海外体験に対

する評価」5．｢親に対する考え｣６．「本を読むことについての考え」７．「日本語力について」以上で

ある。考察としては、一に、先の文献で、一般の帰国生との比較、二に、インタビューの内容を分析し

て導くことにした。結論は、｢転々組｣の特性として、まず、欧米系より自己肯定観が低いということで

ある。そのことは、表立って自己主張をしないということに表れてくる。そして、多様な価値観を肯定

する態度、複眼的思考の二つの特性が突出して取り上げられる。その他、日本語力について不安をもっ

ているのではないかなどという点も考えられないことではないが、今回の論文では、調査不足で推測の

域をでない。 
 最近の顕著な動向として、アジア系の帰国生の問題が取り上げられ、稿者も興味をもっているが、と

もあれ、稿者の帰国子女教育は、本論文でやっと長い間の宿題を果たした思いである。 
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